
縁起プロジェクト縁起プロジェクト
　生きづらさを感じている方々のつながり事業
 

お問い合わせ

りれーしょん
憩いの木

▲園芸

TEL 072-464-2977
FAX 072-462-5400

MAIL kikan@izumisanoshakyo.or.jp

▲料理

開催：⽉1回程度
場所：市⽴社会福祉センター

▲お花⾒

テーマ活動

HPはこちら↓ インスタグラムはこちら↓

engi_project

※活動内容によっては費⽤負担あり

対象：泉佐野市にお住まいの⽅ 
       参加費：無料  

社会福祉法⼈ 泉佐野市社会福祉協議会
   基幹包括⽀援センターいずみさの
（泉佐野市中庄1102番地�市⽴社会福祉センター内）

⾃由に過ごせる居場所です。

▼おしゃべりやテーブルゲーム、
⼿芸などを通した緩やかな交流が
できます。
▼時間内の出⼊りは⾃由です。

 縁起プロジェクトでは、⽣きづらさを感じている
⽅やひきこもりがちな⽅の緩やかな交流の場づくり
を⾏っています。⼈との出会いやつながり（＝ご縁）
をきっかけに、⾃分や他者への理解が深まり、⽣き
づらさが軽くなることを⽬指しています。

アウトドア活動や料理、ものづく
りなど、テーマ型の活動です。

▼興味のある活動に参加できます。

開催：不定期

ひきこもりがち、⼈とのコミュニケーションが苦⼿、
�⼀⼈で考えすぎてしんどい�など

開催：⽉１回程度
場所：シャッピーハウス

ひきこもりや⽣きづ
らさの当事者・経験
者の対話の場です。

＊開催の詳細はお問い合わせください。その他の活動は裏⾯をご覧ください→

楽しみ

当事者のつどい

気が向いたら参加する
気が向いたら参加する

まずは見学まずは見学でOK！でOK！
居場所

▼気持ちや思いを共有した
り、⽣きづらさが軽くなる
ためにできることを話した
りします。

▲⼿芸

▲テーブルゲーム

サテライト事務所「シャッピーハウス」
（泉佐野市⼤⻄1丁⽬16-5 らいふらいんぷらざ1階） 



ご相談は、お住まいの地域の
地域型包括⽀援センター(⾃⽴相談⽀援機関)へ��→

⽣活困窮者⾃⽴⽀援事業

ご相談は、泉佐野市社会福祉協議会へ
TEL�:�072-464-2259

ボランティアセンター

 様々なボランティア活
動のご紹介や活動のサポ
ートをしています。

縁起プロジェクト参加のルール

啓発

居場所

りれーしょん

相談

お便り

楽しみ

憩いの木

対話・分かち合い

縁起サポーターさん

募集中！

登録等に関するお問い合わせは、
基幹包括⽀援センターいずみさのへ

TEL�:�072-464-2977

個人・団体

⾃⽴相談⽀援事業 就労準備⽀援事業

 お困りごとについて、相談
員が⼀緒に考え、⽬標や課題
の解決に向けて継続的にサポ
ートします。

 社会との関わりやコミュニケー
ションに不安がある⽅などを対象
に、就労に向けた準備や社会参加
の機会を提供します。

泉佐野市HP「包括⽀援センターについて（福祉の総合相談窓⼝）」

体験

学び・気づき

多様なつながり

 縁起プロジェクトの思いに共感し、活動にご理解・ご協⼒いただける個⼈や
団体を縁起サポーターと呼び、連携しながら活動しています。

必要に応じて、他の制度や機関とも連携しています

テーマ活動

誰もが安⼼・安全に
参加できる場を
⽬指しています

つながりを広げて…（その他の活動・連携）

▼農業ボランティア

「ここに来るとほっとする」

「ありのままの自分でいいんだ」

１．聞いた話は他の⼈に話さない・SNS等でも発信しない。
２．相⼿の話を否定・批判しない。
３．話す時間をひとりじめしない。
４．話を聞いているだけでもOK。
５．特定の政党・企業・宗教等への勧誘・営業⾏為はしない。
６．暴⼒⾏為・無断撮影は禁⽌。

 活動に参加しない・
できないときもつなが
れるよう、季節のお便
りや活動の様⼦などを
載せた通信を⽉1回発
⾏しています。

 縁起プロジェクトでは、様々なつながりづくりを⼤切にしています。つながることで、新たな発⾒や
次のステップのきっかけになったり、⽣きづらさへの理解の輪を広げていくことを⽬指しています。

【企業・事業所・NPOさん等と】

ぷらっとふぉーむ通信の発行

縁起サポーターさんとの活動

勉強会・講演会の実施

 ひきこもりや⽣きづらさへの理
解を広めることや⽣きづらさが軽
くなるヒントになるような勉強
会・講演会を実施しています。

【個⼈サポーターさんと】

 お菓⼦作りや⼿芸
を教えてもらった
り、イベントで⾳楽
を⼀緒に楽しんだり
しています。

 ⼀緒にボランティア活動に参加し
たり、お仕事の体
験をさせていただ
いたりしています。


